　　　　　　　　　　　　家族経営協定書　　

甲　経　営　主　　　　○○　○○
　　乙　経営主の○○　　　○○　○○
　　
第１条（協定の目的）
　この協定書は、甲＜○○＞、乙＜○○＞が共同経営者としての立場を尊重し、互いに経営責任を持ち合い、同じ目標を見据え、就業条件、経営内の役割分担等を明らかにするとともに、健康で明るい家庭を目指すことを目的とする。

第２条（目標の樹立）
　前条の目標達成のため、次の目標を定め、実行する。

（1） 我家の営農と生活が調和のとれた姿で発展するよう営農と生活設計を話し合いにより計画し実行する。
（2） 経営内において家族の「個」の確立を目指し、経営と生活意欲と責任を持つ。
第３条（役割分担）
　営農における役割を以下のとおり分担する。

　甲の役割　経営全般の総括、○○栽培管理
　乙の役割　簿記記帳、税務申告、○○栽培管理
第４条（労働報酬）

（1） 報酬については、甲，乙に対し労働に見合った額を月給制又は時給制で支給することとし、その額は甲、乙で十分協議して決定する。
（2） 支給額は、毎年１回見直しを行うものとする。

（3） 経営状況により、年の途中で決定した額を変更する場合は甲、乙の協議により変更することができる。

第５条（就業条件）

（1） １日の労働時間は、家族全員８時間を原則とするが、作業内容等により、甲、乙で話し合いの上、変更することができる。

（2） 休日は、原則月４回とするが、話し合いにより日程調整することができる。

第６条（能力向上）
（1） 経営能力や生産技術の向上を目指し、各種研修会等に積極的に参加する。

（2） 生活上必要な学習の場や地域活動に積極的に参加する。

第７条（経営移譲）

　経営移譲の時期や方法は各人の意向を踏まえ、甲、乙話し合いにより決定する。

附則
（１）この協定書は令和　○　年 ○ 月 ○ 日から実施する。

（２）この協定書の有効期限は、実施の日より１年間とし、当事者から申し立てがない限り自動的に更新されるものとする。

（３）この協定書は、３通作成し、この協定を証するため、各々署名、押印し、当事者及び農業委員会が各１通保管する。

　　　　　令和 　 年 　 月 　 日

　　　　　　　住　所　
甲　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
乙　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
袋井市農業委員会長
立会人　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
